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各種耐薬品塗料の特性試験
Test Results of Some ChemicalResistant Varnishes and Paints
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内 容 梗 概

設計や塗装の関係者が耐薬品塗料,掛こ自然乾燥の耐薬品塗料を選ぶ場合に適当な資料が少ないのも

かなり不自由を感じているようである｡そこで今回,市販品と日立 作所の耐薬品塗料について,

の化学薬品やガスに対する抵抗の程度および劣化前における塗膜の鉄板との付着性を試験し,耐薬品塗

を選択する際の参考に供しうるデータを求めた｡

試験結果は試験法や試験片の作製法などによって多少変るので,この試験結果からただちに各種塗料

の間に絶対的な優劣をつけることはできないが,この報告の範囲では,次のような結論が得られた｡

二,三の代表的な酸,アルカリに対してはビニル樹脂系と塩化ゴム系の塗料が特にすぐれ,亜硫酸ガ

スや硫化水素に対しては塩化ゴム系とフェノール樹脂系の塗料がすぐれていた｡また付着性でほ比校の

ためとり入れた自然乾燥のアルキッド樹脂系統の塗料がすぐれている｡

く, 験方法や 鹸片の作製方法は試験者によって一様

〔Ⅰ〕緒

現在市販されている

言

料の中では,エチレン弗化物蛋

合体やヒタフラン(フラン樹脂)エポキシ樹脂のような

塗料はきわめて耐 品性に富んだものであるが,特に前

者ほ非常に耐薬品性にすぐれているけれども,付着性が

わるく,その上,塗膜形成のための処理温度が高くまた

高価であるなど,なお使用上幾多の問題を残している｡

また後者は前者ほどでほないが,やはりやや高価である

上に加熱焼付が必要であり,しかも処理温度が低いとき

はその本来の性能を十分に発揮できないという欠点を有

している｡

最近種々の機器の価格競争が激しくなり,このしわよ

せが一部 装経費にふりかかつてきている｡いかなる塗

料にせよ,自然乾燥で使用できることは最も理想的であ

る｡しかし,現在自然乾燥のままで使用できる耐薬品塗

料について,適当な参考資料が少ないので,設計者や塗

装関係者が耐薬品 料を選ぶ際にかなり不自由を感じて

いるようである｡一般に顧客が機器に塗装する耐薬品塗

料を特に指定しない限り,市場の耐薬品塗料を使用する

が,その選択を誤ると塗装後思わぬ事故を引き起す場合

が多い｡硫黄泉地帯の炭鉱に納めた機器の塗装の剥離事

故や,ビニル樹脂系塗料とウオッシュプライマとの併用

による接着性の優秀性の過信から起きた剥離事故などは

塗装作業の適否にもよるが,その主因は 料の選択を誤

ったことによるものである｡

そこで国内の有名耐薬品塗料と日立製作所の耐薬品塗

料の中から,適当と思われる試料を選び,これまでたび

たび問題となった化学 品に対する抵抗性およびそれら

の塗膜の鉄板との付着性について,一連の実鹸を行った｡

一般塗料の耐薬品性を試験するための一定の方法はな
*･日立製作所目立絶縁物工場

でない｡試験老が異なるときほ同一の塗料について行つ

た試験結果でもかなり著しい差を生ずることがある｡さ

らに試験結果を評価する際,視覚によって外観を観察す

ることが多く,ある程度の個人 はまぬかれえない｡し

たがって,今回の実験で得られた結果も当然絶対的なも

のとほいえないが,一応の傾向を知ることができたもの

と考える｡

〔ⅠⅠ〕耐薬品試験に関する二,三の知見

自然乾燥性の耐薬品塗料として市販されている塗料は

多数あるが,いずれも一長一短があって,すべての条件

を満足させるものはまだ見当らないし,近い将来におい

ても期待されそうもない｡ゆえに個々の 料について,

その塗料の特長を把挺し,適材を適所に用いるように務

めなければならない｡それにはまず,裏付けとなる検査

ならびに試験を十分に行って,個々の塗装に対する特長

を実験的に知らなければならない｡

塗料の耐薬品性といえば,一応酸,アルカリが代表的

な対称薬品としてあげられるが,酸にも,塩酸,硫酸の

ような無機酸,酢酸,蟻酸のような有機酸など,その桂

類は非常に多く,しかも,これらの酸の一,二について

行った耐酸試験の結果からほかのすべての酸に対する性

能を推察することは間違いをおこす基になるものであつ

て,やはりそれらのすべてについて試験を行うことが望

ましい｡ほかの薬品についてもまた同様である｡

ここで現在知られている耐薬品性についての試験法,

試験片の作り方および結果の評価法の中の一般的な方法

を,二,三簡単に紹介してみよう｡

(り 試 験 法

試験法は一般に二つに大別できる｡その一つは結果を

定量的に知る方法で,ほかの一つは結果を外観の観察に
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よって判定する方法である｡

(A)結果を定量的に知る方法

(a)

日 立

膜を所定の薬品で劣化させたのち,その

膜の絶縁抵抗や破壊電圧を測定する｡

(b)塗膜を所定の薬品で劣化させたのち,その

膜の重量の増減を測定する｡

(c)･鉄板,銅板またはアルミニウム板などの表面

に塗膜を作り,それを所定の薬液に浸漬して,発

生するガスの圧力または量を測定する｡

(d)ガラス板などの表面に

(B)

の

膜を作り,それを剥

がして水と電解質の隔膜に用いて,惨透性を測定

する｡

果を外観の観

この方法は

によって判定する方法

膜またほ 膜板を作り,それを所定

の薬掛こ浸したのち,一定期間ごとに収用して外観

を観察し,劣化の過程および終点などを記録して最

後に結論を出す方法で,広く一般に用いられている｡

(2)結果の表現法

耐薬品 料のみならず,一般 ▲ 験においてほ,そ

験法が結果を定量的に測定できるような方法であれ

ば問題ないが,それが外観の観察によってなされる方法

では,その結果をいかによく表現するかということはき

わめて重要なことであって,苦心を要するところである｡

一般に用いられている方法としては優,良,可,不可

または,Excellent,Very good,Good,Fair,Poor,な

どのように文字でその程度を表わしたり,◎,○,△,

×などのように記号で表わすことが行われているほか,

一定のオーダによる点数で採点することなどが用いられ

ている｡しかし,点数制の場合でも,文字や記号の序列

を点数に換えただけで,やはり抽象的であることは免れ

ない｡これらのほか写真で表現する方法などもあるが,

いずれにしても試験者がその目的とする結果を表現する

のにさらに効果的な方法があれば,もちろんその方法を

用いた方がよい｡

〔ⅠⅠⅠ〕実験 方 法

(l)本実験に用いた試験法

本実験で用いた試験法は〔[〕の(1)の(B)であ

るが,この方法を用いた理由は〔Ⅲ〕の(1)の(A)

の方法は一般に理論の追究とか学術的興味において多く

用いられているもので,試験のための劣化時間がきわめ

て短かい時期において→応の差が現われ,塗膜の最終結

果を待たずに初期における劣化速度だけで結論付けられ

ることを嫌ったためである｡これに反し(B)の方法は

方法自体に具体性があり,実際的であるため,広く諸外

国セも用いられている｡

また付着性については,屈曲,衝撃,エリクセン,ク

第39巻 第9号

ロスカットの各試験を行い,これらの総合的な結果で判

定した｡

(2)試 験 片

(A)鉄 板

験に用いた鉄板は,65×130×11nmの磨鉄

板で完全に清浄したものであるが,屈曲試験用には

0･25mmの厚さのものを用いた｡

(B)

本実験に用いた 料は,市販のA社,B杜,C杜

およぴD社のものおよび,日立製作所の耐薬品

で概要をそれぞれ弟1表に示した｡

(C)

料

塗膜ほすべて鉄板の表裏に流し塗りを2回行い,

周囲をアスファルトで封じ D-2以外ほ一様に2

週間臼然乾燥した｡乾 膜の静性能ほ膜厚によつ

第1表 供 試 塗 料

#106(N)

#106(P)

#103

ブタルキッドー355

‡121(C)

#121(E)

D-1(白)

D-2(加)

A-1

B-1

日立製作所

日立製作所

日立製作所

日立製作所

日立製作所

口立製作所
D 杜

D 杜

A 杜

B 杜

杜
杜
杜

B

C

C

塩 化 ゴ ム

塩 化 ゴ ム

涯 物 質

フタル酸樹脂

油溶性100%
フェノ

ール樹脂
油溶性100%

フェノール樹脂
スチレン化アルキッド

スチレン化アルキッド

ビニル樹脂

ビニル樹脂

ビニ ル樹脂

無 色

無 色

黒 色

無 色

無 色

灰 色

無 色

無 色

濃緑色

決灰色

上塗用

上塗用

上塗用

上塗用

上塗用

上塗用

上塗用

上塗用

上塗用

上塗用,下塗用

上塗用,下塗用

上塗用,下塗用

上塗用,下塗用

自…自然乾燥,加…加熱乾燥,N･■･無処理

C…クリヤー,P･･･下塗りを施したもの,E…エナメル

備考に上塗,下塗とあるは同じ商品名で上塗り用と下塗り用の2種ある

ことを意味するものである｡

第2表 塗睦の組成と厚さ

下 塗
供 試 塗 料

名 称

上 塗

名 称

0.025;

#106

#106

#103

ブタルキッド

ー355

#121

0.055

0.035

0.050

0.050

0.056

0.055

0.060

0.050

0.050

0.055
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第3表 使用した薬品とその濃度

塗 料 の 特 性 試 験 1561

膜の劣化後その絶縁破壊電圧を測定しているが,硫

酸の場合 膜に及ぼす影響ほ20～30%の 虔で最

て大きく変るので,あらかじめ

均一な肉付きを得るようにした｡

また,ビニル樹脂系の

料の粘度を調整し

料にはそのメーカーのエ

ッテンダプライマーを使用した｡

を策2表に示す｡

(3)薬品とその濃度

膜の組成と肉厚

本実験に選んだ薬品の種類と濃度を弟3表に示した｡

〔ⅠⅤ〕実験の結果と老察

(り 図の見方(第】～5図)

耐薬品性の 験の結果ほ,その劣化の過程を簡単に図

示し,摘要欄には5箇月彼の塗膜状態を記録した｡さら

に性能の欄には該当する薬品に対するその塗膜の抵抗の

度合を,最低を1最高を10として点数で記録した｡

図の中の は最初に生じた塗膜の変化を示したもの

で主として水泡またほ,突起物(ブツ)である｡

△

｢は--ゴー-が生長を開始したことを示す｡

Ⅶ些×ほ塗睦自体はそれほど劣化していないが,アス
ファルトで封じた側面から薬液が浸入し,鉄板と

が剥離したため実験を中止したことを示す｡

---→は劣化試験開始後5箇月に達しても,最初とあま

り変ることなく,しかも,劣化の進行が緩慢であるた

め,この上さらに

ある｡

(2)耐 薬
Fコ
lコロ

液浸潰にたえることを示したもので

耐薬品試験は,薬品の濃度変化を

防ぐため,薬品の種類ごとおよび濃

度ごとに異なるデシケ一夕の中で行

った｡

陵変化の観察は最初の1箇月問

は毎日,その後急激な変化が起らな

いと判断したものについては,1週

間ごとに実施した｡

(A)硫 酸

膜の劣化と薬液の濃度との

関係については,今までにもし

はしば論議されている｡友部氏

(1)は電気絶縁ワニスについて

大となり, 膜の重量増加は30%の 度で最大と

なる｡また,それ以上の濃度では逆に減少すること

を知り,硫酸の電離度から考察を加えている｡

われわれほ今回の実験結果から次のように考え

る｡

すなわち, 膜のような有機物質を,種々の濃度

の硫酸に浸漬した場合,一般に濃度の高い方のもの

から先に劣化を始め塗膜の崩壊を来たすが,塗膜が

耐硫酸性にすぐれている場合はその塗膜の崩壊前

に, 膜の表面から診透した硫酸のために鉄板から

剥れる｡

この現象ほ硫酸の濃度に関係がある｡

まず,硫酸の濃度がおよそ50%以下のときは塗

膜から渉透した硫酸によって鉄板が腐良され,そこ

から生ずるガスのために 膜との間に剥れが起る｡

しかし,濃度が50%以上になると鉄板の表面に硫

酸鉄が形成され,それが鉄面を不晴性化するため鉄

の腐食が停止し,剥れがおこりにくくなることによ

るものであろら｡

これらのことは弟1固からもわかるが,ほかの文

献(5)ともよく一致した｡

(B)酢 酸

険の耐酢酸性について友部氏(1)は,#103以外

は全体的に若干軟化したが一般に影響は少ないとの

結果をえているが,この場合の実験は試験片を75

時間酢酸に浸漬した後絶縁破壊電圧を測定したもの

であるため,初期におけるごくわずかの変化につい

ていえるもので,初期の変化がそのまま必ずしも最

終的な結果を意味するものではない｡むしろ往々に

して,その道の場合もある｡長期の曝露や薬液浸漬

試験の必要な一般 料に対して,その

第1図 耐 硫 酸 性

呆をそのま

塗 料 莞漕 ♂～ガ 日 〟～〃日 〟～ガ日 ∬～膠日 〝/～β汐日性能 摘 要

#/♂♂r〝)
′･･･

♂ 一般は側面カ≦川ヽさなフクレ加で
き来演が侵入Lてハガレを竺r■

#脚(′) 田 今 上

#/♂J 田
フグレ八月レガ迭カlほ規われ
クう化ホ苦しし■.

ブタルキッド
-.篭††

J 仝 上

#〝/(C) J
塗睨鍬ユ強靭てある稚娠
の裏面か引買取された.

#〝/(∫) 田
ガガて上記のような王月象ホ生

≧■=:札琶■=■･

β-/(白) J
フクレハバレ却速別乙規われ
劣化が讃しい.

β-Z川口) J 上記の状態より払隣ってい方
カて傾向11｢司して一みる.

パー/ 田
樵々Lこ八月レ歓根部屋蝕さ
れ訴こ●

王ん-変化所な如才β-/

β-2

〟

イ

ほとと つ乙.

ブタレ.八月レ共ほ老い■.

C-/ J 今 上

C-2 7 側面〝ら似瀬棚された.
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三A

白岡

塗 料
ぎ_護β～即日 〟～甜日 〝～即日 〟～肋フ日〝/～β汐日 鑑 摘 要

#脚W シ
J

#〝『(ク)
〝老

β

/♂

鉄板上ほ真備が生し花.

ほとんど変化左し.

#朋
Z 胡tまポロポロほ劣化した.

フ竺貯･′ド ムx

J フグレカ､引＼バレカ牲Lて.
鉄板机ユなはだしく胡た

#仏7(どJ 小盲在7クレ累領在どが若干生

#
｢

J じたが.子の逆行は應慢てある.

〝/F)

β-=自)

∫

∵

仝上

7クレ脅し.小さ在ハガレも生し,
鉄軌こ錆が生じ花｡

β-?(カロ) J
仝上

〃%ては無数の星錆.

/++
7

ガ矩.お%ては7クレ/Uルが生じ_

〟褒■1土緑々Lフク~友吉

β-/ __t__′､乙

レが汐くょる.

全面【川＼さたフクレき生じたが

β一2
∵-→

♂

J

ぞの彼の進行【ま緩樽て】ぁる.

フグレハガレフレ左と卑し

∵++l
ト

ズ

ム J
全面ほ.フグレ.ハ刀レを生
じ花,

C-Z 円 田lフルハガレワレ克と生す`

第2図 耐 酢 酸 性

塗 料 i蒜凄
【%

β～ガロ J/～〝白 】〟へ財日 l〝へ1即日 瓜7～薇ブ日性能 摘 要
#/(材r〟ノ ク%

十∴㌧ /♂
白イヒ夜空1､ス外山まとんど

#〟♂/′)
/♂

変化なし.

今 上

#/♂β
∵ 今 上

ブタルキッド 塗牒u軟化Lたが溶解

ー淵

#/ク/rJ)

J 薪頒たし｡

ノ撼/】＼さしつクレが二三虎口た

#/∠/rF)

♂
がイ也よほと去と変化なし1.
主き旗が幾介ワラワラLた餌

rβ-/(白)

∵

田

ヤの他殺化血L｡

急瀬な変化lエなしlがネ刀期ほ
ク

β-2(相) 田

プレ/1＼さなハハレが生い

上記よりかなりよい

月一/ 〟
白化.変色山々=王とんど
変化克し,

β-/ β 今 上

β-Z 田禁三等禦獣至り･塗面†-

∫ 小さな]クレカ1てき襟帯lこ

田

水腫招喝くなってくる.

幾分モ弓くたった｡

第3図 耐苛性ソーダ性

塗 料 竃漕 β～ガ日 g/～〝日 〝～必日 〟～ノ依7日 〝/～麒クE 箆 摘 要

#〝J〔〝)
冴易
〟甥 田

?β%でほシフ仰望L■.石〒1

凹凸になった｡

#脚び) β
小さたフクレが墟少L
生じたのみ｡

#〃好 〃 し王とんど変化たし.

ブタルキッド
一甜

J
塗月貞乃鳩めて舵くかノ.
さわ石と剰落す乙

#〝/(r) ∵ 変e以外はとんと変イヒなL.

#〝/け) ♂
桟小さい｢クし刀t生じた刀)`
鶉化の進行は纏めて隠棲.

β-/(白) J 塗腰がポロボロにたった｡

β-2(祀) J
ガガては仝上ノ♂%で上1フクレ
ガ′多いカrヤの進行はほ櫻.

パー/ 田岩干のフクレを生玉

β-/ 田 小さなフクレを生玉

β-2 田 フクレ孝し徐々に進行丈

C-/ 田
全面的にフクレ壬生じ
徐々L乙進行玉

ど-2 田
フグレシフ多し.徐々に
進行丈

第4図 耐アンモニア水性

まあてはめることは危険である｡浸漬法による試験

結果は弟2図のとおりで,アルキッド樹脂スチレン

化アルキッド樹脂および一部のビニル樹脂系は2～

4箇月の間に著しく塗膜が劣化し,ほとんどが塗膜

の崩壊をきたした｡塩化ゴムおよびフェノール樹脂

系ほいくらかの劣化はみられたが,塗膜の崩壊まで

第39巻 第9号

には到らなかった｡

(C)苛性 ソ ー ダ

本報告で一番問題となる

である｡一般に

翠..1l

ニー■l 膜は耐

料以外のものでも酸には

かなりよく耐えるものが多いが

苛性ソーダのようなアルカリに

対しては,きわめて抵抗性がな

く,アルキッド樹脂系統の 料

ほ,ほとんどは塗膜が溶解する

ものと考えていた｡

しかし,全般を通じて軟化,

自化,変色などの現象は生じた

が,剥離や溶解などのようなは

なはだしい劣化現象はみられな

い(第3図)｡

塗膜の鉄板からの剥離現象

は,前にも述べたように薬液の

診透による鉄板の腐食から生ず

ることの方が多いので,苛性ソ

ーダの場合は塗膜が溶解してし

まわなければ,外観的には一応

アルカリに耐えているように見

えるが,これらのすべての塗膜

意味でアルカリに対しよ

く耐えているというわけではな

い｡これについてはさらに試験

法を変えて宍換したい｡

(D)アンモニア水

耐アンモニア水性ほアルキッ

ド樹脂,スチレン化アルキッド

樹脂系統以外の塗料はいずれも

すぐれた抵抗性を有している

が,一般にビニル樹脂系ほ塩化

ゴムに比べてかなり劣る(8)とい

われていることから,さらに長

期にわたる実験が必要であろ

う｡

(E)塩 水

全般的に塗月莫の剥れ現象はな

かったが,フタルキッドー345は

かなり脆くなった｡また#103,#106の鉄板上にわず

かながら発錆した｡しかし鉄板をエッチングプライ

ユーで処理したものについては全然異状なかった｡

特に#121のクリヤーは完全な状態を保持していた｡

(F)淡 水

塩水の場合と異なる点は#106,#103の鉄板上に
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塗 料 四
‡虔 β～ガ日 ガ～即日 ♂/～〟日 〟～/即日 〝/～必打日催 摘 要

#/♂J(〟) 常襲 田
塗軌工夫全て複写加餞下lこ
合音がて▲きた

#/〟(β)

#/♂タ

J尤

/♂

月

ほとんど変/となし.

田
塗服が用言くなり､ブクレ.
錯を生前

ブタルキ･ソド

+十 Ⅷ 塗牒ガ白化Lて髄〈たる.

#/2/(C)

#/2/(J)

〟別乙小さなチェ･ソモンクが
♂

〟

できたが進行せ右

ほとんと変化なし.

β-/(自) 田
白イヒLてバ＼さなブクレと
突指多生す′

β-Z川口) 田

月.

/Jフ=ま仝上ヤの佃白イヒす.

∵+ ∵ 〝 ほとんど変イヒなし｡

.β-/
四 今 上

_一_生~2

〝 仝 上

た1クレ生じた∬
/++

lr-Z ｢

♂

〟

小さよ を乙
進行せす:

ほとんと変化なし.

第5図 耐 塩 水 性

第4表 耐水および耐ガス性

塗 料 浸水(6箇月)
亜硫酸ガス

(飽和)
性1硫化水素
能!(飽和)

#106(N)

#106(P)

♯103

ブタルキッド

ー355

#121(C)

#121(E)

D-1(自)

D-2(加)

A-1

B-1
塗
外
変
塗
外
変

面
は
化
面
は

の
ほ
な
の

ほな

化

以ど

以ど

化ん

化ん

自
と
し
自
と
し

塗膜が脆くな
る

塗膜が脆くな
る

はとんど変化
なし

はとんど変化
なし
塗膜が脆くな
る

塗陵が脆くな
る

ほとんど変化
なし

ほとんど変化
なし

ほとんど変化
なし

ほとんど変化
なし

ほとんど変化
なし

ほとんど変化なし

ほとんど変化なし

ほとんど変化なし

粟粒大の突起物が

一面に生じた
粟粒大の突起物が
若干生じた

粟粒大の突起物が
ごく少し生じた
粟粒大の突起物が

一面にはなはだし
く生じた
ほとんど変化なし

ほとんど変化なし

水泡が生じた

ところどころがチ

リメソ状となる
粟粒大の突起物少
々あり

ほとんど変化なし

々
N
し

少生の点錆を

ほとんど変化
なし

かなり多くの
点錆を生じた
ごく少しの点
錆を生じた
少々の点錆を
生じた

変色以外の変
化なし

変色以外の変
化なし

変色以外の変
化なし
変色以外の変
化なし
ごく少しの点
錆を生じた

点錨とシワが
少々生じた
全面に騰が発
生した

若干の点錆を
生じた

10

錆が生じないことで,その他については塩水の場合

と大差ない｡

(3)耐 ガ ス 性

今までの耐薬品性試験はすべて水溶液状のものについ

て待ったので,ガス状の場合の試験を特に耐ガス性とし

て区別した｡試験方法は,デシケ一夕中にそれぞれ,亜

硫酸ガスと硫化水 ガスの負包和ガスを作り,その中に試

鹸片を放置して塗膜の変化の過程を観察した｡しかし,

このような方法では酸素や水分の影響がほとんどなく,

劣化の進行がきわめて緩慢で実際的でないことがわかつ

たので,5箇月後にデシケ一夕の蓋を取り,そのままの

状態で室内に1箇月間放置した｡以上のように試験法に

若干の問題はあったが傾向だけはわかるので,その結果

を第4表に示した｡

(A)亜硫酸ガス

亜硫酸ガスに対しては塩化ゴム

系と一部のビニル樹脂系加熱乾燥

したスチレン化アルキッドおよび

涯青系のものがよく,アルキッド

樹脂,自然乾燥のスチレン化アル

キッド系統のものは特に劣りその

ほかのものは若干

したのみである｡

(B)硫化水

膜に異状を皇

亜硫酸ガスの場合とほ大分傾向

が興り,スチレン化アルキッドビ

ニル樹脂系の一部のものおよび素

地をプライマーで処理した塩化ゴ

ム系と,エナメルにしたフェノー

ル樹脂系統のもわがすぐれ,特に劣るものは,歴青

系の塗料B杜およびC杜の塗料があげられる｡

(4)付 着 性

塗装後早期におこる事故は塗膜の剥れが最も多い｡そ

の中には下地処理法の欠陥や

ともあるが,付着性に劣る

の不手際によるこ

料を使用したためにおこる

場合が非常に多い｡そのため塗料の実用性を知るた捌こ

は,付着力試鹸を行う必要がある｡付着力以外のすべて

にどんなにすぐれた性能を示しても付着力の劣った塗料

はそれだけで,ほとんど 料としての価値はない｡

塗膜の付着性は柔軟性や脆さとも大いに関係があり.

それらとともに考慮し,絵合的に判定する必要がある｡

一般に行われている試鹸法では,次のようなものがある｡

曲げ試験,エリクセソ試験,碁盤目試験またはナイフ

テス†,描画試験または引掻試験および衝撃試鹸などで

ある｡

(A)曲 げ 試 験

屈曲性,柔軟性を試験するために広く用いられて

いる方法で,FederalSpec.TTLPM141bでは試

験温度23土0.50C,鉄芯の太さ兢インチ,試験後の

観察は7.5倍に拡大して行うよう規定されているが,

本実験では25度,3¢,7倍拡大(4)で試験した｡そ

の結果歴育系,一部のビニル樹脂エナメルおよび成

分不明のB杜,C杜の4種煩以外はすべて合格し

た｡屈曲試験にはさらに苛酷な方法(A.S.T.M

D-522山41によるConicalMandrelTestrによる

方法)もある｡

(B)ェリクセソ試験

温度の影響が当然考えられるので,15度と30度に

ついて行った｡この結果B杜とC杜の成分不明の2

種類がはなはだしく劣っているほかは大差なかつ

た｡われわれは15度で6mm,30度で7Inm以上で

あれば一般的な使用目的にはさしつかえないものと
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塗

#106(N)

#106(P)

‡103
フクルキッド

ー355
#121(C)

#121(E)

D-1(自)

D-2(加)

A-1

B-1

第5表

衝撃就
(ガ㌧一ドナ

(200C)

インチー

ポンド
IncIl-

Pounds

別
報
(
聖
火
用
猷
)

能

日 立 評 第39巻 第9号

エリクセソ

試 験
､:1:-1い

32

32

32以上

32以上

5

6

32以上

32以上

5

32以上

1010

2

2
1
0
1
0

2

10

良
良
良
良
良

不
不
不

∧U

O

l

l

00

00

0

0

0

∧U

l

l

5

9

0

7

2

01

5

2
1
0

0

2

1
.
〇
.

9.5

9.0

8.8

9.8

9.1

8.8

9.5

8.5

8.3

9.0

性

考える｡

(C)衝 撃 試 験

この試験の目的は,塗膜の脆さを放べることであ

る｡試験機にはガードナーの衝撃試験機を用い,試

験温度は20度である｡この試験では優劣の差がき

わめて判然とでている(弟5表)｡フェノール樹脂系

塗料は異常に悪かったが,用いたワニスが短油長で

あるためで,この油長を中油長にわずかに近づける

ことで耐薬品性を犠牲にすることなく十分衝撃性に

耐えることがその後の実験で確認できたので,次の

機会に述べることにする｡

(D)碁盤目試験およびクロスカットテス†

この試験は塗膜の付着性を険べるためにはよい方

法であって,最初G.E.杜で用いたものである｡試

験の方法は塗膜板上に蓄針,ダイヤモンド針または

そのほかの適当な針で,1m皿間隔の線を鉄板素地

に達するよう縦横に引いて,100個の碁盤目を刻み

込み,-その上に粘着テープを貼ってのちそれを引剥

がし華とき剥離せずキこ残った碁盤目の数を読みとる

ものである(･A).dO▲旦･･社では線と繰.の間隔を蟻イ

チソで行っている｡車た,PhilcoRadioandTele-

Vision Corp.で行っている線と線の間隔を鳩イン

チとし前とまったく同じ方法で碁盤目-を作り,それ

に弄る図のように対角線を引き前述の碁盤目試験と

同様の方法で試験する対角線法クロスカットテスト

とも称せられるものがある(B)｡こ_の方法は前の碁

盤目革鹸よりはやや苛酷である｡この両法について

試験した結果を第5表に示した｡なお碁盤目試験を

行うにあたり針の角度ほ塗膜に対し60度としたが,

ダイヤモンド針を使用する場合は90度にするよう

第6国 対角税法クロスカットテストの図

第6表 耐薬品試験結果∵覧表
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‡103

フクルキッド

ー355
‡121(C)
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第7表 各種塗料の性能

注=10を最高1を最低として,種々の塗料の耐薬品性を採点した

ものである｡
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第 8 表

立 評 第39巻 第9号

耐 薬 品 性(その2)

天然ゴム
ブタヂェ

ン㌧-スチ
レ:/ゴム

ネオプ

t/ ン
エポキシ
樹 脂

天然樹脂
ビニ′レ

樹 脂
塩化ビニ
リ デン

塩化ゴム
スチレこ/

-ブタヂ
エ ン′

ポリエ

チレン

結
叶
廿
∴

1
3
6
(

酸
酸
酸
酸
ル+オ

硫
硫
硫
硫
ト

規定されている｡また厳密な意味では,線を引くと

きの力の加え方も一つの因子になるので,クロスカ

ットテスタを使用した方がよい｡

試験の結果は成分不明のB社とC杜の2種類以外

は全般的に満足しうるものである｡

〔Ⅴ〕結 口

答瞳の耐薬品塗料についてその特性を試放しその結果

を検討したが,実鹸の対称にした薬品は数多い中の一部

のものであることと,試験片の作製および試験法につい

てもなお,検討すべき点も多いのでえられた結果も当然

この実験範囲のものである｡しかし,B杜,C杜の成分

不明のものの性能がきわめてわるいことや,一般に耐薬

品性においてほかなりすぐれた性能を示すであろうと考

えられたビニル樹脂系塗料でも必ずしもよい結果を示さ

なかった｡比較のために用いたアルキッド樹脂(フタル

キッドー355)は当然ながら悪るかったが,塩化ゴム系

統の#106がすぐれた性能を示したことは,従来われわ

れが耐薬品 料として推奨してきたことを裏付けた｡な

お,フェノール樹脂系 用121)が試料の作業上の点で

衝撃性に劣る結果となったが,そのほかの点でははじめ

考えたとおりすぐれた性能を示し,最近特殊な用途とし

て開拓されつつあるこの系統の樹脂に期待が持てる｡

以上の結果を総合して弟る表に示した｡すなわち,耐

薬品塗料には万能的なものはなく,おのおのの目的に適

合するものを選ぶべきであると考える｡また,弟7,8表

は参考資料とし外国文献から採録した｡第7表では数字

の大きい方,弟8表では小さい方が上位である｡

今回の実験にはとりあげなかったが日立製作所の耐酸

アルカリにすぐれたヒタフラン(フラン樹脂)の耐薬品

塗装への応用について,別に稿を新にして発表する予定

である｡

終りに本実験を行うにあたり,試料を提供下さった,

日立製作所日立工場の持永,磯部の両氏に謝意を表す

る｡
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参 芳 文 献

友部 進:(未発表)
岩井信次:塗料ハソドブック(昭一29 産業図書

株式会社)

松本十九:塗料便覧

電気化学便覧(昭一28 丸善出版株式会社)

松本十九:防誘および防蝕塗料(昭一26修教社)

塗装技術便覧(昭一31日刊工業新聞社)

OrganicFinishingHandbook,1954(Finishing

PublicationInc.)

(8)P.L.Gordon and R Gardon:Paint and

Varnish Manual(1955-Interscience Publica-

tion,Inc.)
(9)Physicaland ChemicalExamination(1950-

Henry A.Gardner Laboratory,Inc.)

(10)JosephJ.Mattie1lo:Protectiveand Decora-

tive Coatings,Vol.4(1950-John Wiley and

Sons,Inc.)

(11)SteelStruCtureS Painting Manual,Vol.1

(1954-SteelStrueture Painting CounCil)
A.S.T.M.Part4,1954

FederalSpec.TT-P-141b

Raymond B.Seymour and Robert H.

Steiner:Plastic for Corrosion Resistant

Applications(1955rChapmanand HallLtd.)




